
新しいエコシステムの実現に向けて

E C O  S Y S T E M

これからのJGMA活動は、多様なステークホルダーや社会により評価されます。
社会から評価される将来価値を生み出すためには、これまでの業界枠を超え、
多様なプレイヤーが保有している知見や技術、ノウハウを融合させ、結集させる
エコシステムの構築が不可欠です。
JGMAは、取り巻く多くのプレイヤーの『異種の知』と対話を重ね、有機的な結合
を繰り返すことで、革新的な将来価値を創出していきます。
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有機的なつながり 見える上下水道、路上の橋見える上下水道、路上の橋
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市民の身近な道路に
設置された空間 

鉄の塊ではなく 、 
テクノロジーの集合体

地下と地上をつなぐ
インターフェース

上下水道に欠かせない
グラウンドマンホールの黎明期を

芽生えをイメージした
グリーンで表し、

上下水道が整備され
市民生活が豊かになる様子を

成長をイメージさせる
ブルーで表し、

上下水道によって

安心で安全な市民生活が
実現されるイメージを暖かい
オレンジで表現しました。

更に市民生活を支えるグラウンドマンホールと上下水道パイプラインが適切な維持管理によって
無限に持続される様子を、∞（無限大）を2つ重ね合わせて表現しました。

内閣府 「日本の社会資本2023」より引用

上水道管路延長
74 .4万km

下水道管路延長
49.6万km

更新率 0.6%（年）

更新率

更新量 4,723km（年）

更新量 730 km（年） 更新率 0.15%（年）

主な社会インフラの生産的資本ストックの推計額

下水道用
グラウンド
マンホール
既設総数

1,600万基

更新量 10万基（年） 更新率 0.63%（年）
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仕切弁ボックス  約1,200万基
（日本グラウンドマンホール工業会推計）

水道事業

下水道用グラウンドマンホール
約１.1兆円

下水道事業

約１.5兆円

地下式消火栓　約182万基
（消防技術研究センター調べ）

マンホール  約1,600万基
（日本グラウンドマンホール工業会推計）

3つのコンセプト

上下水道管路施設の老朽化と更新サイクル上下水道インフラの現状

56兆円
83兆円

設置数

設置基数

R4水道統計、R4下水道統計、R4日本グラウンドマンホール工業会統計より引用

上水道事業

全国の職員数 41,700人 25,700人

9,131浄水場
（上水道、水道用水供給事業、消毒のみの施設も含む）

2,143 処理場浄水場数
処理場数

うち老朽化の程度 管路経年化率 22.1%
（※法定耐用年数40年を超えた管路）

管渠老朽化率 6.0%
（※法定耐用年数50年を超えた管路）

管路延長 約74.4万km （上水道 水道用水供給事業） 約49.6万km

給水人口
処理区域人口
（人口普及率）

1億 2,290万人（98.2%） 1億118万人 （80.6%）

地方公共団体数 1,719市町村（27都道府県） 1,434市町村（42都道府県）

下水道事業

R4水道統計、R4下水道統計、R4国土交通省資料、R３地方公営企業年鑑、R5総務省：地方公共団体定員管理調査結果より引用

老朽化29,800km（６.０%）

経年化16.4万km（22.1%）経年化16.4万km（22.1%）

更新サイクル160年

老朽化・陳腐化 ３５０万基（21.9%）


